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尼崎市下水道
ビジョン2031
の策定

1

●次第

1.下水道ビジョンとは

・目 的

・位置づけ

2.策定スケジュール

・ビジョン2031策定スケジュール

3.尼崎市下水道の概要

４.第2回公営企業審議会の議題

・現状と課題の整理

2



1.
下水道ビジョンとは

3

1953(昭和28年)

・目 的

1.下水道ビジョンとは

下水道ビジョン

安定的な経営の継続を図るため

時代背景に合わせた

下水道の目指す方向性 を示すもの

下水道の効率的な整備と管理や

1982(昭和57年)

1995(平成7年)

2012(平成24年)

2022(令和4年～)

NEXT STAGE

下水道事業着手

浄化センタ-建設

震災復興

中期ビジョン策定

次の時代へ
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1.下水道ビジョンとは

あますい
ビジョン2029

尼崎市下水道
中期ビジョン
2012

尼崎市総合計画

尼崎市下水道
ビジョン2031

新下水道
ビジョン
（国土交通省)

新下水道
ビジョン
加速戦略
（国土交通省)

尼崎市
下水道
事業計画

尼崎市
下水道全体計画

大阪湾
流域別下水道
整備総合計画
（兵庫県）

考慮

考慮

考慮

整合

整合

整合

反映

国の計画

市の計画

下水道法上の計画

大阪湾流域の計画

・位置づけ
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2.
策定スケジュール
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2.策定スケジュール

・ビジョン2031の策定スケジュール

令和2年度 令和3年度

第
1
回
審
議
会

第
2
回
審
議
会

第
3
回
審
議
会

第
1
回
専
門
部
会

第
2
回
専
門
部
会

第
3
回
専
門
部
会

第
4
回
審
議
会

第
5
回
審
議
会

ビ
ジ
ョ
ン
公
表

第
6
回
審
議
会

ビ
ジ
ョ
ン
素
案
の
策
定

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

骨
子
案
の
策
定

11月 11月

12月 2月

３月

5月

7月 8月 11月

9月

取組む中身の議論が中心となる期間 取組みの見せ方の議論が中心となる期間

7月

第2回専門部会以降の開催時期については予定 7

3.
尼崎市下水道の概要

8



【面積】：50.72 Km2

【人口】：451,481人

８km

11km

北から南へ 約１％ の勾配

市域の 1/3 が海水面以下

3.尼崎市下水道の概要

令和2年4月1日現在
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Ⅰ

合流式 約90％

分流式 約10％

3.尼崎市下水道の概要
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北部浄化センター

東部浄化センター

武庫川下流浄化センター

（市）浄化センター

（県）流域浄化センター

富松中継ポンプ場

栗山中継ポンプ場

尾浜中継ポンプ場

大庄中継ポンプ場

中在家中継ポンプ場

西川中継ポンプ場

高田中継ポンプ場

東難波雨水ポンプ場

東部雨水ポンプ場

常松中継ポンプ場

南武中継ポンプ場

（市）中継ポンプ場
（市）雨水ポンプ場

（県）中継ポンプ場

武庫川処理区

東部処理区

北部処理区
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3.尼崎市下水道の概要

これらのポンプ場、処理場を結ぶ

管路延長 1,069km

1

2

1

2

1

2

1
2

1

（県）流域浄化センター

（市）浄化センター

（県）中継ポンプ場

（市）中継ポンプ場
（市）雨水ポンプ場

P

T
T
P
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Ⅰ 単独公共下水道

兵庫県流域関連公共下水道
武庫川処理区

東部処理区

北部処理区

武庫川処理区

北部処理区 ：直営管理

東部処理区 ：包括委託

（H15年度～ 4期目）

P

P

PP
P

P

P
P

P

3.尼崎市下水道の概要

（県）流域浄化センター

（市）浄化センター

（県）中継ポンプ場

（市）中継ポンプ場
（市）雨水ポンプ場

P

T
T
P

P

P

T

T

T
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ⅠⅠ

T

T 兵庫東流域下水汚泥広域処理場へ
汚泥圧送開始

汚泥処理

兵庫東流域
下水汚泥広域処理場

東部浄化センター H12年

北部浄化センター H17年

東部T

北部T

3.尼崎市下水道の概要
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●1953年：事業着手

●1959年：供用開始

1950年代

3.尼崎市下水道の概要
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●1962年：簡易処理開始

●1976年：流域下水広域化

●1989年：汚泥処理広域化

1960～1980年代

3.尼崎市下水道の概要
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●1994年：施設改築・
整備計画策定

1990年代

3.尼崎市下水道の概要
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●2001年：処理施設の統合

●2003年：施設包括委託

●2009年：長寿命化計画策定

2000年代

3.尼崎市下水道の概要
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●2012年：ビジョン策定
6年→10年確率

●2013年：高度処理化の推進

●2018年：ストックマネジ
メント計画策定

2010年代

3.尼崎市下水道の概要
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3.尼崎市下水道の概要
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尼崎市
下水道処理面積率(％)
(処理面積/計画面積)

１９９６年
６年確率降雨整備ほぼ完了

全国下水道
処理人口普及率

令和元年度末 79.7％
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3.尼崎市下水道の概要
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S31 34 37 40 43 46 49 52 55 58 61 H1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 R1
（年度）

（mg/L）（万人） 人口と 河川の水質 (BOD)

行政人口

処理人口

庄下川(右軸)
神崎川(右軸)
蓬川(右軸)

※BODとは、河川における有機物による水質汚濁の指標です。水中の汚れを
微生物が分解するために必要な酸素量で、きれいな河川では数値が低くなります。

3.尼崎市下水道の概要

・河川水質の状況

昭和42年頃の玉江橋付近の庄下川

現在の玉江橋付近の庄下川

下水道の整備に伴い、河川の水質状況は改善
市内を中心を南北に流れる庄下川は、平成12年の建設大臣表彰
として「甦る水100選」を受賞

魚の生存水質の目安
サケ・アユ ３mg／Ｌ
フナ・コイ ５mg／Ｌ
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有収水量の減少に伴い、下水道事業の運
営財源の根幹である下水道使用料収入も
減少（平成8年度と比べ△24％）

3.尼崎市下水道の概要

・有収水量及び下水道使用料収入の状況

7,626 

5,471 

36.7 

55.2 

3.0 

45.1 

3,000

4,000
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S31 34 37 40 43 46 49 52 55 58 61 H1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 R1
（年度）

（万 ）（万人） 人口と有収水量の推移

有収水量

行政人口

処理人口

64.7億

74.3億

-24%

56.4億

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

-20%

-10%

0%

10%

20%

H7 10 13 16 19 22 25 28 R1
（年度）

（万 ）（指数） 下水道使用料の状況

有収水量

下水道使用料

汚水排出量（有収水量）は平成7年度の7,626万 をピーク
に減少が続く。（令和元年度5,471万 △28.2％）
有収水量の減少理由としては、節水型の機器の普及や節水意
識の浸透が上げられる。

H8使用料改定14.3%UP

H15使用料改定12.5%UP

有収水量とは・・・
下水道使用料の対象となる水量
（水道の計量水量を基に収入しています。）
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3.下水道中期ビジョン

・汚水処理能力の推移

尼崎市内の下水道の処理能力（日最大）は、43万 まで拡大整備（平成1２年度末）

有収水量の減少傾向が顕著であったことから、平成13年度以降に施設統廃合や高度処理の導入に
より処理能力（日最大）を約7万 削減（△6.4％）し、現在 36 万 で運営

43

36 

8 

〇武庫川３/8系

〇武庫川4/8系
〇北部2/3系

〇武庫川5/8系

〇武庫川6/8系
〇北部3/3系

〇武庫川7/8系

〇武庫川8/8系

◇東部処理場を東部浄化センターに統廃合

◇武庫川3/8系高度処理開始

（処理能力縮小）

◇東部浄化センター1系高度処理開始

（処理能力縮小）

4,134 
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S42 S51 S57 S61 S63 H1 H2 H4 H5 H10 H12 H13 H20 R1

万 
万 ／

日最大

（年度）

浄化センター汚水処理能力の沿革
変更部分

施設能力

有収水量（右軸）

●東部処理場の供用開始

●武庫川下流浄化センターの供用開始

●東部浄化センター、北部浄化センターの供用開始
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H24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3

（億）（億）

（年度）

現中期ビジョンの財政推移

収益的収入(右軸)
収益的支出(右軸)
純損益
計画時の純損益

3.尼崎市下水道の概要

・現在の財政状況

財政状況は下水道中期ビジョンの計画策定時に比べて
好転（兵庫県に対する汚水処理の負担金は増加（＋
10.８億円）したものの支払利息が大きく減少
（△19.4億円）したことが要因）

97 億
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(20)
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H24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3

（億）

（年度）

建設改良積立金の推移

建設改良積立金

積立金取崩額

積立金残高

企業債発行額

Ｈ26退職給付引当金の一括計上による影響

公共下水道に対する
企業債の借入を
建設改良積立金を取崩し
15億円に抑制

好転した純利益は建設改良積立金として今後の投資へ
の積立や借入額の抑制を行いながら保有（令和元年度
末で約97億円）
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3.尼崎市下水道の概要

・他都市との料金比較

1,276 
1,421 
1,485 
1,617 
1,714 
1,727 
1,760 
1,777 
1,848 

2,145 

2,112 
2,497 

2,783 
3,025 

2,552 
2,552 
2,563 

2,909 
2,640 

3,190 

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

大阪市

豊中市

芦屋市

三田市

尼崎市

伊丹市

神戸市

西宮市

宝塚市

川西市

（円）

（都市名）
20 ／月における近隣市との料金比較

下水道使用料

水道料金

（令和2年6月現在）

阪神間の近隣市における１月20 （2月40 ）の料
金比較では、尼崎市は中位に位置
全国平均は、3,041円（１月20 、平成29年度時

点、出典：総務省）

汚水処理に要する経費は1 当り76 円（平成30年
度）であり、近隣市の中でも比較的安価に汚水処理が
できています。（平成30年度中核市平均148円）
汚水処理原価＝汚水処理に要する経費÷有収水量

3,388

3,918

4,268

4,642

4,266

4,279

4,323

4,686

4,488

5,335

52.9 
50.6
50.2 

59.2 
51.1 

37.0 
47.5 
52.4 

43.6 
50.6 
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32.7 
33.2 
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24.9 
46.3 
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45.4 
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三田市

尼崎市

伊丹市

神戸市

西宮市

宝塚市

川西市

（円）

（都市名）
汚水処理に要する経費比較（円／ ）

維持管理費

資本費

（平成30年度地方公営企業年鑑より）

・資本費は早期の施設整備
により、多くの施設の減価
償却費が満了を迎えている
ことなどが影響

90.8

83.3

83.4

77.2

76.0

83.3

114.9

97.8

113.0

76.3

25

3.尼崎市下水道の概要

・下水道に従事する職員数

100％

285

99

34.7％

100％

62.1％

0.0
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S51 54 57 60 63 H3 6 9 12 15 18 21 24 27 30
（年度）

（万人）（人） 下水道に従事する職員の推移（全国と尼崎市）

尼崎市下水職員

全国の下水職員(右軸)

尼崎市の下水道に携わる職員数は、早期に下水道整備
に取り組んだことから、全国に比べ早くにピークを迎
え（ 昭和59年、285人）、令和元年度末で99人
（△65.3％）の体制で運営
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57 
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（年度）

（億円）（人） 下水道従事職員と投資額の推移

建設改良費(右軸)
尼崎市下水職員

２つの処理場の供用開始
（東部浄化センター、北部浄化センター）

管渠の整備

更新費の増加

下水道整備の終息に伴い、平成の始め頃から職員数を
徐々に削減
老朽化により更新費は増加傾向にあるが、運営体制の
見直しを行いつつ、事業費の平準化に努めている。

26



3.尼崎市下水道の概要

ビジョン2012策定時の課題
時代が進むにつれて
下水道事業と取り巻く環境も変化している。

施設の老朽化

災害対策

経営面・人材面

老朽化は、管きょや設備機器だけでなくポンプ場や処理場の再構築を考える時代に

豪雨や地震等による自然災害は、規模も頻度も増加傾向
防ぐ対策（防災）と合わせて減らす対策（減災）を考える時代に

老朽化はさらに進み、更新すべき管きょは、さらに増加

人口は減少傾向、使用料収入は減少傾向、事業を支える人材も重要となり
ストックマネジメントやアセットマネジメントを考える時代に

水質保全・環境保全 大阪湾の水質改善の取り組みを継続し、
地球温暖化対策として持続可能な環境負荷低減の取り組みを考える時代に

加速

加速

加速

維持

このような変化に対応するため

下水道ビジョン2031 が必要

状況適応
必要性

ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ：下水道施設（資産）に対し、施設管理に必要な費用、人員を投入（経営管理、執行体制の確保）し、下水道事業サービスを持続的に提供するための事業運営のこと

ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ：長期的な視点で下水道施設全体の今後の老朽化の進展状況を考慮し、優先順位付けを行ったうえで、施設の点検・調査修繕・改善を実施し、施設全体を対象とした施設管理を最適化すること
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４.第2回公営企業審議会の議題

・現状と課題の整理

整　　理

　　　　財政運営への懸念

　　　　事業運営体制

　　　　市民が意識する不安や関心

下
水
道
を
次
の
世
代
へ
つ
な
げ
る

将来へ事業を
つなげる取組

現状と課題

　　　　施設の老朽化

　　　　良好な水環境の形成

　　　　環境負荷の低減

まちとくらしを
支える取組

　　　　増加する自然災害
災害から守り
備える取組
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